
　今年もまもなくインフルエンザの季節を迎えます。平成21（2009）年に世界的に大流行した「新型インフルエンザ」
（インフルエンザ H1N1/2009）は、幸い危惧された強毒性インフルエンザではありませんでしたが、今後も新たなイ
ンフルエンザが発生する可能性は常にあります。神戸大学ではインフルエンザ H1N1/2009の流行時に「感冒様症状
者に係る届出制度」を設け、インフルエンザの大学内での流行状況の観察（サーベイランス）と、感染拡大の防止に役
立てています。

～ 神戸大学「感冒様症状者に係る届出制度」 ～

インフルエンザウイルスの亜型と新しいウイルス

　インフルエンザウイルスにはＡ型、Ｂ型、Ｃ型の３種類があ
り、Ａ型はヒトやブタなどの哺乳類と多くの鳥類に、Ｂ型は人
とアザラシに、Ｃ型はヒトとブタに感染することが知られてい
ます。中でもＡ型は、今までにもスペイン風邪（1918年）、ア
ジア風邪（1957年）、香港風邪（1968年）などヒトへの大
流行や、家禽・家畜への流行により、多大な人的・経済的
損失をおよぼしてきました。今日ではヒト、家禽、家畜のＡ型
インフルエンザウイルスは全て、渡り鳥であるカモのウイル
スに由来することが判っています。
　Ａ型インフルエンザウイルスはウイルス表面の２つの糖蛋
白質であるヘマグルチニン（H1～16の16種類）とノイラミ
ダーゼ（N1～9の9種類）の組み合わせによって144種類
の亜型に分類されています。例えばスペイン風邪の原因と
なったウイルスはH1N1、アジア風邪のウイルスはH2N2、
香港風邪のウイルスは H3N2でした。ヒトが経験したことの
ない新しいヘマグルチニン亜型を持つウイルス（H5N1な
ど）がヒトからヒトへと感染する能力を獲得すると大流行を引
き起こす可能性があり、恐れられているのです。

（神戸大学広報誌「六甲ひろば」から引き続き連載）
保健管理センターの詳細につきましては、
保健管理センターホームページでも案内しています。

健康管理のために自分の体温を知る ！

　この制度における電話連絡時には、発熱などの状況に
ついての問診項目に答えていただきます。体温には腋下
温、舌下温、直腸温、鼓膜温などがあり、日本では一般に腋
下温が体温測定に用いられています。10歳代から50歳代
の平均体温は36.89±0.34℃とされていますが個人差が
あり、朝低く夕高い傾向や、食事・運動・入浴による影響も
あります。ですから、体調の良い時の自分の体温（平熱）を
知っておく事が大切です。自らの健康管理のためにも体温
計を手許に置き、体調がすぐれない時には測ってみましょ
う。発熱は感染症の他、免疫疾患やホルモンの異常、腫瘍
などのサインであることもあります。変だなと思ったら、保健
管理センターにご相談ください。
注）病気の種類によっては、学校保健安全法施行規則に出席停止期間が
別途定められているものがあります。また、医療機関からの診断書が必要に
なる場合があります。試験や実習等の代替措置については学部・研究科に
よって対応が異なる場合がありますので、各学部・研究科の教務係にお尋
ねください。

「感冒様症状者に係る届出制度」による
サーベイランス

　この制度では、電話連絡を受けた担当者によって入力さ
れた問診項目への回答結果は、学生支援課や人事労務
課での集計の後、保健管理センターに送信され、インフル
エンザの神戸大学における流行状況の観察（サーベイラン
ス）に供されています。また、問診項目には所属課外活動団
体や周囲の人達の発症状況に関する事項も含まれ、集団
感染が疑われる場合には該当する課外活動団体や学部・
研究科等への注意喚起・保健指導も行われます。

　インフルエンザ H1N1/2009の流行年やそれ以降の年
の電話連絡による学生からの報告数の推移（図２、上段）
は、神戸市定点医療機関当たりのインフルエンザ患者報
告数の推移（図２、下段）と良くシンクロナイズしています。
また、インフルエンザ H1N1/2009の流行は、例年とは異な
る早い時期に起こったものであることがわかります。この制
度は毎年のインフルエンザのみならず、強毒型インフルエン
ザが将来流行した時にも、神戸大学における流行状況の
把握と臨機の感染拡大防止対策の策定に役立つものと
期待されているのです。

神戸大学における「感冒様症状者に係る届出制度」

　インフルエンザ H1N1/2009は発生当初、従来のインフ
ルエンザよりも致死率が高いといった情報がもたらされ、空
港での検疫体制の強化や病医院での発熱者への隔離対
策など、世界中で大騒ぎとなりました。国内初の患者が神戸
市で確認されたこともあり、兵庫県では感染拡大防止のた
めに全ての県立学校の休校措置と全県の小・中・高等学
校に対する休校措置要請が行われ、神戸大学でも１週間
に渡って学部・研究科の全ての授業を休講し、課外活動や
講演会・カンファレンスなど人の集まる活動を禁止する措置
がとられました。
　インフルエンザについては従前から学校保健法（現、学校
保健安全法）で「解熱後２日を経過するまで出席停止とす
る」旨、定められていましたが、風邪症状があっても登校した
り、厳密には守られていないのが実情でした。また、インフル
エンザ H1N1/2009の発生を受けて、厚生労働省から「発
症の翌日から７日、または解熱後２日を経過するまで出席停
止とする」旨の通知が出されましたが、インフルエンザを診断
するための検査そのものにも問題があり、インフルエンザに

かかった人が病医院で「インフル
エンザではない」と診断されてしま
う可能性も高かったのです。
　こうしたことから、神戸大学では
インフルエンザと診断されていなく
ても、感冒様症状があれば大学に
電話連絡して自宅療養できること
とし、感染者が登校・出勤すること
によって起こる大学内や通学・通
勤経路における感染拡大の防止
を図ることにしたのです。また、この
ことは不必要な病医院への受診
を減らし、社会として限られた医療
資源を、より重症の方に回すこと
にも繋がりました。
　「感冒様症状者に係る届出制
度」（図１）では、感冒様症状のあ
る学生や職員は所属する学部・研
究科等の教務係（職員は総務
係）に連絡し、発熱などの状況に

（図１）神戸大学における「感冒様症状者に係る届出制度」

ついての質問（問診項目）に答えます。これによって病医院
に行くことなく、「発症の翌日から７日、または解熱後２日を経
過するまで」自宅療養をすることができ、所定の期間を過ぎ
て登校・出勤する際には保健管理センターで診察を受け、
「自宅療養証明書」を受け取ることができるようにしたので
す。体調不良を押しての登校・出勤を防ぐため、学生では単
位取得に影響を与えないよう、職員では「自宅待機命令」を
受けての公休として取り扱われるよう、配慮されました。その
後、平成24(2012)年４月に学校保健安全法におけるイン
フルエンザによる出席停止期間が「発症後５日を経過し、か
つ、解熱後２日を経過するまで」とされたことに伴い、この制
度もそれに準じた自宅療養期間として運用されています注）。

http://www.health.kobe-u.ac.jp/

（図２）「感冒様症状者に係る届出制度」に基づく神戸大学生から
の報告数（上段）と、神戸市定点医療機関当たりのインフルエンザ
患者報告数（下段）の推移
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